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研究成果の概要（和文）：本研究では、人類史上初めて太平洋の島嶼域に植民したラピタ人が、

オセアニアの海洋環境にいかに適応を果たしたか、という問題について、考古学的なデータの

みならず、民族考古学的手法によって収集した現在のオセアニア地域の伝統的村落の景観に関

するデータも比較検討することで、明らかにしようと試みた。考古学的には、動植物遺存体や

過去の地形といった環境考古学的データを収集した。民族考古学的には、現在の集落周辺の陸

上および海上の景観や環境に関するデータを収集した。そしてこれらのデータを比較検討し、

ヒトと環境の相互関係を理解するための通時モデルを構築した。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study I explored adaptation strategies of the Lapita peoples, 

the first human group that colonized in the islands region of the Pacific, to maritime 

environment in Oceania, examining not only archaeological data but also present 

landscape of traditional settlement in Oceania by ethno-archaeological approach. In the 

archaeological study, I collected the data of environmental archaeology such as faunal and 

floral remains and ancient topography. In the ethno-archaeological study, I collected the 

data of environment and landscape of the land and the sea around some traditional 

settlements. Finally I synthesize these data above in order to establish a diachronic model 

for understanding the relation between human and environment. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2010 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度    

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学、考古学 

キーワード：オセアニア・ラピタ・考古学・環境・景観 

 
１．研究開始当初の背景 

 ラピタ人は、人類史上初めてオセアニアの

島嶼環境に拡散・適応した集団である。島嶼

環境における資源環境は非常に限定的であ

り、それを有効に活用するための適応戦略が

確立されていない限り、人類の生存は困難で

あったと推定されている。ラピタ人の研究が

始まって半世紀あまりの年月が経ち、これま

でラピタ遺跡の年代やラピタ土器をはじめ

とする遺物についての研究はある程度蓄積
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したが、ラピタ人の資源利用についての研究

にはまだまだ克服すべき課題が多い。これま

で貝塚の発掘などから得られた動物遺存体

の分析を通じて、ラピタ人の海洋資源の利用

の様相はある程度判明してきた。しかしなが

ら、ラピタ人は海洋民であると同時に栽培農

耕民でもあり、タロイモ・ヤムイモなどの根

菜やバナナ・ココヤシ・パンノキなどの有用

植物を人為的に導入し、栽培していたのに加

え、ブタ・イヌ・ニワトリなどの家畜を飼育

していたと想定されている。しかしながらそ

うした資料は遺跡から回収することが難し

く、まだわかっていないことが多いのも事実

である。そのため、包括的なラピタ人の資源

利用のモデルを構築することが期待されて

いる。 

 

２．研究の目的 

 そこで本研究では、陸と海を包括したラピ

タ人の資源利用モデルを構築し、ラピタ人の

適応戦略を評価することを目的とする。しか

し栽培農耕に関するデータは考古学的に認

識しにくいので、考古学の手法のみでこの課

題にあたるのは困難である。そこで、現在の

オセアニア地域の伝統的集落における景観

に関連するデータを民族考古学的アプロー

チにより収集し、比較検討をおこなうことで、

人類と環境の相互関係を理解するための通

時モデルの構築を試みることとする。 

 

３．研究の方法 

研究の方法は大きく 2 つに分かれる。 

ひとつは先史考古学的アプローチで、これ

までのラピタ遺跡の発掘調査から得られた

データ、特に環境考古学的データを収集し、

総合化をおこなう。これまで貝塚出土の貝

類・魚類などの動物遺存体のデータは比較的

蓄積が進んでおり、その収集をおこなった。

また近年では、いくつかの遺跡において水漬

状態の植物遺存体も回収されており、そうし

たデータも収集した。さらに最近では、土壌

や石器に付着した残留デンプンの分析から、

栽培されていた根菜の種類についてもある

程度鑑定することが可能となっており、そう

したデータの収集をおこなった。さらに、ラ

ピタ人の古人骨から抽出されたコラーゲン

の安定同位体を分析することで、その人物が

生前、どのような食物を摂取していたかをあ

る程度推定することが可能であり、そうした

データも収集した。さらに、遺跡周辺の景

観・環境についてのデータの収集もおこなっ

た。特に遺跡周辺の可耕地の有無やアクセス

性、さらに海洋資源へのアクセス性について

のデータを収集した。 

 もうひとつは民族考古学的アプローチで、

現在の伝統的集落の周囲の景観および環境

に関するデータを収集し、先史時代の集落を

理解するための比較研究をおこなった。例え

ば、村落内外における有用植物の分布を調べ、

その利用状況についての調査をおこなった。

有用植物はバナナ・ココヤシ・パンノキとい

った食料として重要なものだけでなく、パン

ダナス・モクマオウ・ハイビスカス・ノニと

いった、道具を作る材料になったり、薬用と

して用いられるものもあり、人類の適応に重

要な役割を果たしたと考えられる。こうした

植物の多くは先史時代に人類により導入さ

れ、利用されてきたと推定されるが、遺跡か

らその証拠を得るのは困難である。そのため、

現在の伝統的集落の景観・環境をもとに、先

史時代の集落のそれを復元的に理解するこ

ととした。またこうした陸上の景観・環境に

加え、海上における景観・環境のデータも併

せて収集した。ラピタ人にとって海洋資源は

非常に重要であり、またカヌーによる礁湖か

ら外洋へのアクセス性も集落を選択する上

で重視されたと推定される。そこで、カヌー

や小型のボートを利用して、実際に集落周辺

の海上の景観・環境に関連するデータを収集

した。 

 上記の 2つのアプローチによって収集され

たデータをもとに、島嶼環境における人類と

環境の相互関係を理解するためのモデルの

構築を試みた。もちろん、先史時代のラピタ

人の集落と、現在の伝統的集落とでは、時代

も生活様式も異なるため同一ではありえな

い。そのため、先史時代から今日に至る環境

の歴史的変化（例えば土壌流出・海洋資源の

減少・海岸線の変化など）を考慮した通時モ

デルを構築し、提示することとした。 

 

４．研究成果 

本研究では、特にラピタ人が拡散した地域

の中でも最前線に位置づけられるフィジ

ー・トンガ・サモア地域を対象とし、先史考

古学データおよび民族考古学データの収集

をおこなった。また必要に応じて、ニューギ

ニア・ソロモン諸島・バヌアツ・ニューカレ

ドニアといったラピタ遺跡が分布する周辺

地域、およびオーストロネシア語族が拡散し

た太平洋の他の地域（台湾・フィリピン・パ

ラオ・ミクロネシア・ハワイ・ニュージーラ

ンドなど）においても現地調査およびデータ

の収集をおこなった。 

先史考古学的データのうち、環境考古学的

データなどについては、先行研究による発掘

報告書などからデータを収集した。遺跡周辺

の景観・環境についてのデータは現地調査に

よって収集した。具体的には、フィジーのボ

ウレワ遺跡・シンガトカ遺跡（ビチレブ島）、

トンガのヌクレカ遺跡（トンガタプ島）・ト

ンゴレレカ遺跡（ハアパイ諸島）、サモアの

ムリファヌア遺跡（ウポル島）といったラピ

タ遺跡の景観・環境データの収集をおこない、



 

 

可耕地や海洋資源へのアクセス性などの評

価をおこなった。これらのデータの分析の結

果、ラピタ遺跡は海洋資源へのアクセスを重

視した立地にあり、必ずしも遺跡周辺に十分

な可耕地が存在しない場合も多いことが明

らかになった。 

民族考古学的データにおいては、現在の伝

統的集落の周辺の景観・環境データ、特に有

用植物の分布および集落に近い海域の景

観・環境データを現地調査によって収集した。

具体的には、フィジーのバブ村・ボツア村・

ナバラ村（ビチレブ島）、トンガのホロペカ

村（ハアパイ諸島）、サモアのマノノ島・ア

ポリマ島において現地調査を実施した。これ

らのデータの分析の結果、現在の伝統的集落

は必ずしも海洋資源へのアクセスを重視し

た立地にあるわけではなく、内陸に立地する

ものも少なくないことが明らかになった。ま

た、様々な有用植物が集落の内外に分布する

ことが確認できたが、集落の内外においてそ

の分布の様相に差があることが明らかにな

った。具体的には、タロイモ・ヤムイモなど

の根菜やココヤシはプランテーション内に

まとまって栽培され、それらは集落に隣接す

るかある程度離れた場所に置かれるのに対

し、パンノキ（食用・木材）やノニ（薬用）

といった有用植物は集落内のそれぞれの世

帯ごとに所有されているという対比をみと

めることができた。またパンダナス・ハイビ

スカス・モクマオウといった有用植物は屋敷

地の生垣や街路樹としても利用され、集落の

景観を構成する一要素になっていることも

確認できた。 

最終的にはこれらのデータを総合し、人類

と環境の相互関係を理解するための通時モ

デルの構築を試みた。それによると、通時的

には海岸部から内陸部への居住分布の拡大

がみとめられるものの、集落の立地を決定す

る第一の要因は多様な資源へのアクセス性

にあると評価することができる。先史時代に

おいても現在の伝統的集落においても、必ず

しも可耕地へのアクセス性はもっとも優先

されるものではなく、しばしば広い可耕地か

ら離れた場所に立地している。このことは逆

にいうと、タロイモ・ヤムイモなどのモノカ

ルチャーを志向しない生業のあり方をうか

がうことができる。これは他の文明における

農業のあり方、例えばメソポタミアにおける

コムギ栽培や東アジア地域における稲作の

ような単一の栽培種への過度な依存という

あり方とは異なっており、むしろ多様な資源

を利用することを志向している。 

また資源利用は単に食料獲得に限られる

ものではない。例えばパンノキはその果実が

食料として利用される以外に、その材木はカ

ヌーの船体として利用される。またパンダナ

スの葉は茣蓙などの編み物に利用されるが、

カヌーの帆を作る重要な素材でもある。さら

にハイビスカスの繊維は縄を作るための素

材であり、ハイビスカス製の縄はカヌーの部

材を結合したり、帆を張ったりするのに欠か

せないものである。このようにカヌーの製作

ひとつとってみても、食用以外の有用植物の

存在が欠かせないことがわかる。カヌーは先

史時代においても、ラピタ人が海洋資源を獲

得したり、別な島へ植民するのに不可欠なも

のであり、当然ラピタ人はその製作に必要な

有用植物の栽培をおこなっていったことが

想定される。こうしたことは、これまでオセ

アニア考古学のなかではあまり考慮される

ことがなかった。しかし本研究において先史

考古学と民族考古学的の両方の側面から見

ることで、こうした有用植物の存在が重要で

あることを指摘することができた。 

このように多様な資源利用のあり方が、島

嶼環境への適応に有利であった可能性が高

い。今後はこうした資源利用のあり方が、世

界の他の地域の事例（例えば北海道のアイヌ

文化や先史時代の日本列島の縄文文化など）

と対比することができるか比較研究をおこ

ない、より人類史的に一般化したモデルへと

洗練していくことを目指すこととしたい。 

 

写真 1 フィジー・ナバラ村の景観。植物素

材による伝統的な家屋が特徴的。 

 

写真 2 トンガ・ホロペカ村における樹皮布

製作の様子。樹皮布はカジノキの樹皮から作

られるが、現在でもそのためにカジノキは集

落の近くで栽培されている。 



 

 

写真 3 サモア・アポリマ村における土地利

用の様相。ココヤシの木の下にはタロイモの

小耕地（パッチ）が営まれている。 

 

写真 4・5 ニュージーランド・オークランド

博物館所蔵のソロモン諸島ティコピア島の

アウトリガー・カヌーの全体の様子（上）と、

アウトリガーのペグ（腕木と浮木の接合部）

の拡大写真（下）。ペグの部分はハイビスカ

ス製の縄でたくみに結合されていることが

わかる。このようなカヌーの素材となる有用

植物の重要性について、これまで考古学のな

かで注目されることは少なかった。 
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